














要約:昨年度研究結果の一つとして、3歳児健診に際しての視力、聴力検査の導入を検討し、

その勧められるべき方式についても報告したが、これが導入された地域における実績、問

題点について追跡的調査を行なった。視標を用いた視力検査は、3 歳 0 月では検査にのら

ない幼児が多く、3 歳 6 月になると有効に実施できた。聴力検査法としては家庭や保育所

で行い得る検査法を開発中であるが、現行のアンケート方式では拾いすぎが多くて不適当

であり、また耳鼻科専門医を保健所に動員するのが困難な地域が多く、アンケート上の「心

配のある者」にすべて精密検査票を発行して専門医に依頼することにすれば、健診の場に

おける診査能力上非能率的であるばかりでなく、費用もかかりすぎることが指摘された。

さらに検討が必要である。 

4～5 歳児健診に関する検討としては、就学前健康診断までに発見しておくべき発達や適応

上の問題のあること、心身症を含む主訴の多いこと、視力、聴力検査には 3歳以降の方が

適当であること、いわゆる小児成人病の予防として肥満児の食生活指導を行なうに適当な

時期であることなどの理由で、実施が要望された。なおその方式としては十分な研修を条

件に、医師会委託が望まれた。 


